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利用課題名 

MCF-7細胞、EoL-1細胞のマーカー分子の発現の確認および発現量の比較 

 

研究の概要 

マイクロファイバーからなる三次元基板を用いた細胞分離デバイスの作製を行っている。ペプチドを介

して回収する細胞に対応する抗体を三次元基板に固定化し、基板に細胞を捕捉したのちにペプチドを分

解することで捕捉した細胞の回収をするという設計である。これまでの研究で EpCAMを過剰発現して

いることで知られるMCF-7細胞の捕捉、回収に成功している。そこで、マーカー分子の発現量がMCF-7

細胞とは異なる細胞において捕捉、回収が出来るのかを検証することが本研究の目的である。 

 

利用成果・業績の概要 

フローサイトメトリーを用いてMCF-7細胞、EoL-1細胞のマーカー分子の発現と発現量を調べた。

MCF-7細胞懸濁液(1.0 × 106 /mL)に FITC-labeled anti-EpCAM抗体を加え、37℃で 30分間インキ

ュベートした。蛍光染色したMCF-7細胞と蛍光染色していないMCF-7細胞の蛍光強度をフローサイ

トメトリーで評価した。また、EoL-1細胞懸濁液(1.0 × 106 /mL)に FITC-labeled anti-CD45抗体を加

え、37℃で 30分間インキュベートした。蛍光染色した EoL-1細胞と蛍光染色していない EoL-1細胞の

蛍光強度をフローサイトメトリーで評価した。図１に各細胞の蛍光強度を示す。MCF-7細胞、EoL-1

細胞ともにマーカー分子である EpCAMと CD45の発現がそれぞれ確認された。また、蛍光強度を比較

すると EoL-1細胞のマーカー分子の発現はMCF-7細胞よりも低いことがわかった。 

 

 
図 1	 フローサイトメトリーで測定した細胞の蛍光強度(a)グレー：蛍光染色していないMCF-7細胞、ブルー：

FITC-labeled anti-EpCAM抗体で蛍光染色したMCF-7細胞(b)グレー：蛍光染色していない EoL-1細胞、ブルー：

FITC-labeled anti-CD45抗体で蛍光染色した EoL-1細胞 
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